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増
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そ
：の
ま
ま
：の
形
で
は
意
識
^

れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
：ぞ
れ
が
う
み
だ 

さ
れ
た
部
門
の
資
本
家
に
そ
の
ま
ま
取
得
ざ
れ
な
い
こ
：と
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あ
ろ
：う
。
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剰
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率
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外
の諸

！
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よ
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す
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利
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?
労
働
者
の
消
費
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部
門
に
：お
け
る

m
^

、
.：

あ
る
い
：は
：そ
：の
他
の
^

3
^
^

ィ
ン
7

レ
に
よ 

る
全
般
的
為
物
価
高
の%

と
で
、
，i

p

生
産
性
の
向
上
，に
も
か
か
わ
ら
ず
労
’
：
 

働
者
'

の
消
費
財M

が
低
下
じ
な
い
：
•

.

あ
る
い
：は
上.昇
す
る
と
い
う
間
題
。
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れ
ら
に
と
も
な
い
名

E
3

賃
金
が
低
下
し.
：な
い
.

あ
る
い
は
：上:#
す

る

と

い̂；
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m

o

さ
ら
に
、
相
対
的
剰
余
価
値
の
増
太
.

の
も
と
：では
、

労

働

者

の

一

_

に
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活
資
料
の
増
大(

実

質

賃

金

め
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若
干
ゆ
る
し
つ
つ
も1

の
_
カ
を 

，.行
な
い
.

う
る
と
い
う
問
題
。

…
…

等
。
こ
れ
ら
は
、
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
, 

増
大
を
把
握.
す
る
.

の
：を
：き
わ
め
て_

な
も
の
と
す
る.
の
で
あ
る。
:

:

独
占
段
階k

お
い
て
も
、
：
襲
を
ま
ず
生
産
過
程
.に
お
い
て
把
え
ね
ば
な
ら 

な
い
と
い
うa

杉
氏
の
主
張
ば
、.そ
れ
自
体
と
し
て
は
き
わ
'め
V

3E

し
い
も
の'.
' 

で
あ
る
が
、
へ
そ
の

2
^

は
、
右
の
：ご
と
き
複
雑
炎

i
*

情

を

分

析

し

，
つ

つ

：
、
，
剰
 

佘
価
値
•

利
潤
.

の
生
産
、.，増
大
の
過
程
を
正
し<;
把
え
；
|

い
.う
こ
と
で
あ
っ 

た
は
ず
で
あ
る
。
理
論
的
に
も
、
：
畫

暮

に

お

い

て

：も
、
：
こ
の
よ
}
な
利
潤 

Q
,

生

産
.

.

増
大
の
過
程
を
明
ら
か
に
じ
た
i

え
で
は
じ
め
て
、
流
通
過
程
を
通 

じ
て
㈣

肖
㈣

^

が
、.
非
独
占
的
資
本
家
、労
働
者
、小
商
品
生
産
者
等
か
ら
収
奪 

さ
れ
る
基
勝
.
势
が
正
し
く
把
え
ら
れ
^

^

る
こ
と
に
な
ろ
う
ラ
剰
余
価
値
： 

議

の

生

塵
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の
過
程
を
明
確.
に
し
な
い
な
ら
ば
、
独
占
利
潤
の
収
奪
，の
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0
•

実
和
が
明
ら
か
に
汝
ち
众
ぃ
乙
、
し
た
が
っ
て
流
通
過
程
を
通
じ
て
の

独
占
利
潤
の
収
奪
と
い
う
こ
と
が
、
あ

た

か
.%

実
体
の
な
い
収
奪
.
い
わ
ゆ
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流
通
主
義
で
あ
る
が
の‘ご
ら
れ
る
よ
う
に
な
.
るのはむしろ当然で
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も
ち
ろ
ん
卜
右
に
指
摘
し
た
よ
：う

な

議
•

.

か
つ
，：混
沌
た
る
諸
事
情
の
分
析 

を
通
じ
て
、
：
本
質
的
諸
関
係
を
正
し
く
杷
握
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
な
仕 

■

事
で
あ
る
し
、
現
状
分
析
の
分
野
に
お
い
て
こ
う
し
た
仕
事
が
必
ら
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し

.
も
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分
に
行
な
わ
れ
て
ぎ.て
い
が
い
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を
考
え
れ
ば
、
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題
は
決
し
て
白
杉
氏
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の
問
題
で
は
な
く
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済
学
者
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問
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と
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ね
ば
な
ら
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私
は
独
占
企
業
が
大
量
的
に
取
得
す
る
利
潤
に
っ

_

い
て
は
、
理
論
的
に
は
、 

W

種
々
の
方
法
に
よ
る
剰
余
濃
，
.

麗

の

増

大

と

、
生
産
を
集
積
し
た
独
占 

企
篆
に
よ
る
多
額
：の
剰
杂
価
値
.

利
潤
賢
の
取
得
の
問
題
、
的
す
で
に
指
摘
し 

た
特
別
剰
佘
価
値
：
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特
別
利
潤
ツ
の
問
題
、(-
)
独
占
德
に
よ
っ
て
流
通
過
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を
通
じ
て
取
奪
さ
れ
る
独
占
利
潤
の
問
題
、
'.を
範
疇
的
に
区
分
し
た
う
え
で

、

. 

.

そ
れ
ら
が
独
占〈

止
業
の4

と
へ
大
量
的
に
帰
属
す
る
関
係
を
霧
的
に
明
ら
か 

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

.

.こ
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の
よ
う
な
理
論
的
菊
明
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こ
れ
ら
の
問
題
に
関
連
せ
を
現
実
办
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関
係
、
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ぽ
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な
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な
現
実
認
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に
よ
っ
て
夂
え
ら
.

れ
な
け
れ
ば
、1£
し

い
理
論
的
展
開
は
.不
可
能 

で
あ
ろ
う
と
思
ら
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
に
よ
る
経
済
学
の
確
立
が
、
歴
史
と
現 

実
に
か
ん
す
る
き
わ
め
て
豊
鼠
な
研
究
に
裏
づ
け
ら
れ
て

.

い
た
こ
と
、
そ
れ
ら 

の
研
究
に
も
と
づ
い
た
上
向

*

下
向
の
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
貧
本
主
義
的 

経
済
諸
法
則
ひ
解
明
が
な
さ
れ
ぇ
た
こ
と
凌
、
こ
こ
で
充
分
思
い
お

こ

さ

■ね
ば

な
ら
な
い。
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白
杉
氏
の
意
欲
的
な
労
作
に
非
常
に
無
遠
慮
な
意
見
ば
か
り
を
の
ベ
て
し
ま 

っ
た
が
、
と
こ
で
の
批
判.

と
く
に
終
り
の.
部
分
は
.、
同
じ
問
題
に
と
り
ぐ
も
：
 

.ぅ
と
し
て
い
る
自
分
自
身
に
：た
い
す
る
批
判
と
反
省
で
も
あ
る
。

；
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ネ
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ヴ 

..ァ
書
房
、<
5

、
本
文
三
：九0

頁
、
：
：索
引.
ー.ー
頁
、:
八
五
〇
3

補
本
稿
脱
稿
後
、：署
者
白

.

衫
皮
ー
：郎
氏
は'狹
心
症
の
た
め
急
逝
さ
れ
た
，。
'本 

犒
に
ぉ
け
る.
ょ
ぅ
な
無.
遠
慮
な
意
見
も
、.理
論
的
論
争
の
場.
で
は
御
許
し
：願 

え
る
も
の
と
思
っ
て
の
こ
と
で

.

あ
っ
た
が
、
箸
者
の
御
了
解
を
い
た
だ
く
機 

会
が
；永
辑
に
無
く
な
？
て
し
ま
っ
て
全
く
.

心

悲
.1
,

ぃ
レ
だ
い
で.
あ
：る0
:
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小

林

謙

一

著『

就

業

構

造

と

：員

村«

_

人

ロ

』

'

'.
.

'

.

,

パ

1

九
六
〇
年
ニ
月一

日
の
農
業
セ
ン.
サ
.

ス
に
ょ
れ
ば
、
農
家
人
口
は
三
、
四 

五
五
万
人
でI
b

s

fJ
I

J

に
此
べ
れ
ば
約m

四
五
：万
人
減
少
し
、
五
年
前
に
坊
す 

れ
ば
1

1

0

セ
方
人
の§

で
あ
り
、
そ
0

減
少
速
度
呔
、

一
九
芄
茧
#

^

^

#

 

:

に
著
し
ぐ
、
：ま
た
ぞ
：の
減
少
ぱ
/>

主
：に
青
年
層
：の
農
外
流
出
^

よ̂
:

て
：
も

た

ら

.

嘗

：

評

，

 

.

：
.

洁
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
：，
一

:
.

六
歳
似
出
の
農
家
員
中
、
、
兼
業
従
泰
者
も 

増

伽

し

.
て

ぉ

欠

--
-

九
五
0

年
、
兼
業
従
奮
四
七
九
方
人
に
対
し
、
.
ー
 

九
六 

.:

.

〇
隻
は
六
三
七
万
人
と
€
五
八
万
人
増
加
し
广
そ
の
濃
は
雇
わ
れ
兼
業
に 

'

お
い
て
著
し
い
。
ま
た
生
産
過
程
に
お
い
て
も
、

:

最
近
五
年
間
、

動
力
耕
耘 

•

機
、：：動
カ
撒
粉«
,

噴
霧
機
.

の.
所
有
、：
利
用
台
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
き
て
い 

る
。
.

そ
し
.

て
養
鶏
：，
瀵
豚
に
水
産
大
資
本
が
.

進
出
し
^
く
る
等
日
本
農
業
は
変 

貌
を
：と
げ
；て
き
て

「

い
る
。
が
が
る
変
貌
が

•'「

農
村
過
剰
人
口」

の
再
生
産
の
展. 

，

開
^

い
か
な
る
展
望
を
与
え
る
か
：は
被
め
て
今
日
的
問
題
で

.

あ
る
。

.

小
林
謙
.

氏
の
X

-.

就
霸
造
と
農
村
過
剰
人
口

」

，
は
、「

わ
が
国
の
後
萎 

.

'

本
主
義
的
な
発̂

^

い
亦
が
る
特
質
を
も
っ
た
就
業
.

雇
用
f

と
し
て
あ 

ぺ
ら
わ
れ
：、；
そ
れ
が
農
蓬
働
方
の
脱
農
的
流
出
を

_

い
か
；に
掘
制
す
る
か
、
そ
し 

.

て
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
農
寒
労
働
力
の
堆
積
.

を
い
か
に
規
制
す
る
か
、
と
い
ぅ 

こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
：で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
後
進
資
本 

"

主
義
的
な
発
展
が
、
い
，か
に
停
激
的
な
農
霧
造
：と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
が 

.

農
i

働
力
の
'

堆
積
.

を
V

か
に
規
制
す
る.
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
農 

寧
兔
働
カ
の.
流
出
を
い
か
に
規
制1>
、
さ
ら
に
全
就
業.
雇
用
構
造
を
い
か
に
：

へ
規
制
す
る.か

：」
： c
一： —

一
一
貢)

'
 

を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
之
を
課
題
と
し
て
：
、

' 

そ 

■

れ
を
豊
富
な
資
料
を
以
て
実
証
的
に
分
析
し
つ
つ
：、
従
来
の
農
村
過
剰
人
口
に

. 

ら
ぃ
て
め
諸
見
解
泠
批
判
ん
た
労
作
で
ぁ
る
.-
0

.
V
.

「

従

修「

農

村

過

剰^

ロ」

.
が

各

溉

念

は
.し

ば

し

ば

用

い

ら

れ

て

.い

る

が

、

そ

J

II
. 

. 

- 

\

•
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一
'

二
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r
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ニ 三
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必

ず

し
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：ば

さ

れ

:̂

い
な

ね

：
|
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1は
資
本
®
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本
の
競
争
を
通
じ
弋
：篼
膝
す
石
過
程
に
4

#

て

、
発

生

す

る

'

滿
対
的
過
剰
人
：
 

ロ
/

ど
：

f

農

村

過

贫

ロ1-
へ

と

の

関

係

の

撿

討

加

ら

始

ま

る

。

：「

相

対

的

過

剰
 

人
：ロ
の
，存

在

警」
:̂

、
、資
本
主
義
の
先
進
国

•

後
進
国
校
お
い
て
異
っ
た
潼 

々
，の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

「

潜
在
的
過
剰
人
口」

は
'、：
そ
の 

先
進
的
形
態
で
あ
る
が
、
後
進
資
本
主
義
：に
お
い
：て

.

は
.「

潜
在
的
過
剰
人㈡

」

の
機
能
と
形
態
が
こ
と
な
り
、
そ

の

支

配

的

形

態

は「

家

族
労
作
的
な
小
生
産 

者

で

あ

る

小

詹J 

0
1

八

頁)
と
し
て
撒
留
す
％

,
-逆
に

1^
え

ば

、

.後
進

国

、
 

に
お
い
て
一

"小
農
層

1_
:が

「

潜
在
的
過
剰
人
口」

の
支
配
的
形
態
と
な
る
の
は 

「

近

代

的

産
業
の
発
展
が
凇
く
れ
，
：；そ
の
廣
用
量
本
少
％
く
、

ま
だ
農
民
層
の 

分
解
も
停
滞
し
て
い
た
か
：ら
で
あ
る」

.01

八
頁)
。
.
し
か
し
、

「

後

進

資
本
主

. 

義

国
の

_

il
_
入

口
に
お
い
て
も
、

0

M

の
貴
労
働
化
が
す
す
み」

「

/> 

農
罾
の
事
実
上
の
分
解
が
す
す
ん

■で
い
た」

Q

H一 
頁)
の
で
あ
り
、
従

っ

て

、 

ィ
ギ
リ
ス
ょ
り

^

本
主
義
化
が
も
つ

/と
.困
難
な
事
情
の
も
と

.に
お
.け
る 

「

事
実
上
の
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
も
、
.
け

っ

し

て

『

潜

在

的

過

剰

人

£
 

の
本
質
と
ち
が
，う
も
の
で
は
あ
り
え
な
い」

(

四
三
頁)

。

.
ノ 

小

農

下

層

の

性

格

を「

事

実

上

の

プ

ロ

レ
タ

リ

ア

ー

ト
•『

澈
在
的
過g
人 

ロ』
」

と

規
定
す
る
こ
と
が
ら
、
小
林
氏
は
さ
ら
に

.、

.家
族
労

^g

小
農
の
性
格 

を
次
の
ょ
う
に
い
う
。「

彼

ら

は

後

進

国

に

お

け

る

農

業

資

本

主

義

化

が

お

く 

れ
て

.お
り
、
多

か

れ

少

な

.か
れ
家
族
労
作
的
な
低
い
'生
産
力
で
も
商
品
生
産
的 

な
競
争
の

.な
が

..で
自
己
を
維
持

.で
，き
る

.か
ら

存

続

^
.て
.ぃ
る
の

.で

.あ

.る
。

し
か
：
 

も
生
活
諸
資
料
も
商
品
経
済
化
さ
れ
、

程
度
の
差
は
あ
れ
宇
工
業
も
う
ば
わ
れ

:
':
•

'
一
二
：
四

べ

 

5

_
て

.い

.：る
め
で
、

.と
ぅ
ぜ
ん
労
働
力

©
'一.部
分
を
賃
労
働
化
せ
ざ
る
を
え
ず
、

つ
：
- 

ね

に

そ

0 .
部
分
は
農
村

&

人

0
:と
し
て
農
村
お
ょ
び

.都
市

の

プ

F
レ
タ
リ
ア 

:
!ト
を

讓

し

て

い

る

の

で

あ

る」

，
S
三
頁)

。

さ
ら
に
後
進
国
に
お
い
て
小 

y

農

的

形

態

を

と

る

_
在

^
砠

_
入

.3

は
、「

帝

星

義

段

階

」
(

宇
野
弘
葳 

-氏
：.

の

.

「

段

偕

論

.'
—;

亿基づいている

)

：では
な
慢
性
的
過
剰
人
ロ 

の
：広
巩

な

存

在

と

、
.農
産
物
の
慢
性
的
な
過
剰
生
産
に
規
制
さ
れ
て
再
生
産
さ 

れ
ざ
る
を
ぇ
な

.ぃ」

\(

五
0
冥)

''
.の
で
ぁ
る

。

.

以
：上

0
ご

.と
き
理
論
的
前
提
に
た
っ
て
、
小

林

氏

は

「E

本

資
本
主
義
の
農 

村

過

剩

人

ロ

1—
ノ
の
形
態
：ネ
：機

能

を

分

析

.す
る

C

第
一
一
章)

。

こ
こ
に
お
い
て 

は
、〗

宇
野
弘
蔵
氏
、
:'
大
内
力
氏
に
代
表
さ
れ
る
日
本
資
本
主
義
論
、

す
な
わ
ち 

わ
が
国
が
後
進
資
本
主
義
国
の
な
か
で
も
後
進
国
で
あ
り
、
機
械
制
大
工
業
の 

輸
入——

労
働
市
場
の
狭
隘
性——

農
村
に
お

.け
る

過

剰

人

0
に
畠
づ
く
競
争 

I

高
率
小
作
料

I

小
農
制
の
拡
大
再
生
産
と
い
ぅ
理
論
に
対
し
、
農
村
過 

剰

人

0
が
い
か
に
発
生

.し
、
：
い
か
な
る
性
格
を
も
っ
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず

、
. 

従
っ
て
、バ
か
か

:̂
過

剰

人

.0
-^
^

化̂
さ

'せ
ず

’「

そ
の
ま
ま
.小
農
的
過
剰
人 

ロ
：と
し
た
農
業
発
展
の
歪
曲
そ
の
も
の
を
、
.
わ
が
国
の
資
本
主
義
的
発
展
の
後 

進
的
な
特
性
か
ら
分
析
す
る1

(

六
七
頁)

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
批
判
す
名
。 

か
か
る
視
点
か
ら
、
内

在

的

産

養

展

が

い

か

に

外

在

的

条

件

に

よ

っ

て

萎

縮 

さ
れ
た
か
、
農

民
層
の
分
解
、
農
業
賃
労
働
‘
の
形
成
が
、
農
業
生
産
力
の
相
対 

的

(.

農
業
賃
銀
に
比
し
て
：の)

低

さ
お
よ
び
海
外
か
ら
の
商
品
翰
入
に
よ

.づ
て

(三)

.

停
滞
せ
し
め
ら
れ
た
か
を
、
.

最
近
の
歴
史
的
研
究
の.成
果
の
上
に
た
：っ
て
^
胃 

.

す
る
。
小
林
氏
に
よ
れ
ば
、
寄
生
地
主
的
■'
+

地
所
有
と
は
わ
が
国
の

「

特
殊
な 

後
進
性
そ
の
も
の
の
発
現
形
態
な
の
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
わ
が
国
に
お
け
る 

特
殊
な
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
的
発
展
に
よ
，っ
て
規
制
さ

.

れ
て
い
た
の
で
あ
る

」
(

七
九
. 

.

丨
八
0

頁)

。
す
な
わ
ち
そ
れ'
は

n

定
の
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
の
発 

展
を
前
提
と
し
た
農
業
生
産
力
の
安
定
と
需
品
経
済
化
に
対
応
す
る
小
農
的 

過
剰
人
口
の
堆
積
、
つ
ま
り
濃
村
内
外
の
労
働
市
場
の
一
ぼ
の
制
約
に
よ
っ
て 

小
農
民
と
く.
に
小
_

民
が
.

耕
地
を
は
な
れ
え
な
い
事
情
の
.

も
と
で
、
"そ
め
限 

界
的
潮
業
亦
低
所
得
化
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
集
約
労
働
の
授
下
に
も
と
づ
く
畠

# | 

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る

」

'

(

八
0

頁)

。
そ
れ
ゆ
え
、
小
農
的
過
剰
入
口
の 

形

成

こ

そ

、
.
寄

生

地

主

的

土

地

所

有

形

態

.

を

規

制

し

：
た

の

で

あ

り

、
，
寄

生

地

主
 

的
土
地
f

が
小
農
的
過
剰
人
口
を
規
制
し
た
の
で
は
な
い
。
ンV

:

:
: 

小
農
的
過
剰
人
ロ
が
形
成
さ
れ
る
条
件
I

そ

れ

は

.
ま

た

農

業

の

資

本

家

的
 

発
展
が
不
可
能
な
条
件
で
も
あ
.

る
が——

の
も
と
で
は
、

V

先
進
国
.

の

よ

，ぅ

に

'
エ 

ン
ク
.ロ
 

r

.

ジ
ャ
I
 

•

ム
丨
ブ
メ
ン
ト
は
お
こ
な
わ
れ
な
い
？
そ
の
こ
と
は
ま
た 

没
落
農
民
が
プロ
レ

タ

リ

ア

化

し

、

あ

る

い

は

農
！!

プ
ロ

レ

タ

リ

ア
I

卜
と
し 

て

「

潜
在
的
過
剰
人
口J

化
し
な
い
こ
と
で
も
あ
る'0と
の
こ
と
が
ら
、
日
ホ 

資
本
主
義
の
発
展
に
おい
て

、

雇
^

'

^_

#

の
不
足
双
罾
を
生.み

出

す

の

'
で

あ 

り
、
さ
ら
に
、
雇
用
構
造
の
側
面
か
ら
い
..え
ば
低
賃
銀
を
は
じ
め
と
す
る
劣
悪 

な
労
働
条
件
は
、
小
農
的
過
剰
人
口
流
出
を
貧
民
子
女
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
， 

り
小
農
的
過
剰
人
口
の
温
床
を
ひ
ろ
く
の
こ
じ
た
，の
で
：あ
る
。

.'

こ
の
温
床
は
、 

近
代
的
産
業
が
高
度
にI

し
た
輪
入
技
術
に
も
と
づ
く
こ
と
か
ら
、

.-
i

員 

書
' 

評
'.
'

:
v

に
み
ら
れ
る
よ
ぅ
.に
女
子
労
働
力
で
と
と
た
り
、

し

か

も

雇

用

量

€>
.増
大
も
大 

量

で
は
な
い
こ
と
、

お
よ
び
、
金
属
機
械
工
業
で
は
資
本
蓄
積
が
で
き
る
市
場 

条

件

が

な

く

、
雇
傭
労
働
者
層
の
形
成
を
微
弱
と
す
る
こ
と
か
ら
も

ひ
ろ
く
の 

こ
さ
れ
た
：の
.で
あ
る
。
近

代

的

産

業

は

、
手
あ
つ
い
保
護
政
策
に
よ
っ
て
罾
員 

し
て
パ
る
が
、
；
そ
の
建
用
■

枕

'-
,そ
れ
と
か
な
ら
ず
し
も
有
機
的
に
構
成
さ 

.れ
な

.い
よ

ぅ

な

自

當

業

的

だ

就

霧

造

，に

か

こ

ま

水

る

か

：た
ち」
0
<
六
頁)

.に
な
り
、
そ
れ
が
わ
が
：国
雇
傭

i

o
原
型
と

.な
っ
た
の
で
あ
る
。

-
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
は
農
民
を
土
地
に
つ
..な
■い 
'た

ま

ま

bフ
口

レ

.タ

.リ

ァ
化 

'
す

る
こ
と
か
ら
、
農

民

はF

出
稼
ぎ
労
働
者」

と
し
て
流
出
す
る

と

い
う
、
大 

河
内
氏

'に
代

表

さ

れ

る「

出
稼
ぎ
型」

賃

労

働

論

に

対

し

、
小
林

氏

は

、
労
働 

供

給

の

側

面

よ

り

労

働

需

要

の

構

造

と

そ

、

か
か
る
形
態
を
規
制
す
る
も
の
で 

あ

る

と
い
う
0
.
す
な
わ
ち
、
ー
大
量
の
労
働
需
要
と
へ
し
て
は「

出
稼
ぎ
労
働
者」

 

-L
か
吸
収
し
え
な
い

.よ
う
な
、

.低
賃

銀

.
不

熟

馨

働

力

市

場

の

存

在

、

し
た 

が

っ

て

、
流
出
労
働
力
を
農
外
に
定
着
せ
し
め
る
よ
う
な
条
件
が
な
い
雇
用
構 

造

が

F

出
稼
ぎ
型
1

を
規
制
す
る
一
方
、

.小
®

を
堆
積
せ
し
め
て
い
っ
た
の 

.

:で
.あ
る

.

°

‘ ......

か

''
か

る

就

業

.
•，雇
用
構
造
は
、
白

本

資

本

主

義
に
お
け
る
資
本
蓄
積
と
と
も 

に
拡
大
す
，る
が
、
そ

れ

は

「

単

に

近

代

化

し

、
近

代

的

雇

用

構

造

が

拡

大

し

た

、 

と
は
い

.い
き

れ

^

い1-
:(

ー
日
ー
ー
員)

の

で

あ

っ

て

、
帝
国
主
義
段
階
に
お
け
る 

就

董

造

.の
変
化
はC;.'

自

営

業

的

就

議

造

を

分

解

し

、
‘
雇
用
構
造
を
拡
張
し

: 1
.

一
五
，
:(

七 
ニ 
五〕

(四:



て
：ゆ
く i:

方
、
バ
他
面
：で
は
公
慢
性
的
過
剰
人0
の
堆
雪
通
じ
て
、'自
営
業
‘ 

労
働
者
家
族
に
，お
け
る
多
就
茱
と
い
う
形
態
を
通
じ
て
自
営
業
的
就
|

^

の 

<

^
を
お
じ
と
ど
办
:,
-
そ
れ
を
再
生
産
す
る̂

造
_を
と
り
づ
.つ
す
す
め
ら
れ
て.'
'

f

 (

第
三
章
P

I

A
ff
l
翼

の

儘

き

る
就
業
•
：雇
用
構
造
.に
規
制
さ
れ
な
が
ら
流
出
す
る
が
、
そ
の
流
出
の
.規
制
の 

仕
方
は
、.農
家
経
済
の
構
造
に
よ
り
異
な
る
。
農
村
次
三
男
労
働
力
：の
流
出
が 

ほ
ぼ
.コ
シ
ス
タ
.ン
ト
で
あ
る
と
す
る
並
木
氏
の
所
領
に
_対
七
、
小
林
氏
ば
農
村 

.労
働
力
の
離
村
形
態
を
次
三
男
的
労
働
力
の
流
出
形
態
だ
け
に
限
定
す
る
わ
け 

に
は
ゆ
か
ず
、
下
層
農
家
の
世
帯
主
；
長
男
な
ど
の
労
働
力
は
離
村
形
態
を
と 

り
、
あ
る
い
は
と
：

>
:

て
ゆ
ぐ
。
そ

れ

は「

限
界
追
加
的
蕩
カ
の
流
出
形
歷，. 

「

経
済
的
に
は
、
農
家
に
と
ど
ま.つ
て
就
業
す
る
か
、
と
く
に
自
家
農
家
内
部
に 

就
業
す
る
か
ど
う
か
、
'
と
.い
う
選
択
を
せ
.ま
ら
れ
た
限
i

加
的
な
労
働
力
の 

移
動
形
態
.に
ほ
か
な
ら
な
い」 (

三
〇
五
：頁
タ'と
批
判
し
て
い
：る
。
''

そ
の
場
合
、
：
 

i

労
働
力
の
価
格
を
規
定
す
る
も
の
，は
、
.農
業
お
，よ
び
農̂

^

^

造

：
で
：
あ
.

る

:0
農
業
過
剰
人
口
め
労
働
対
価
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て

「

不
熟
練
的
労
働
市
：
 

場
に
.お
い
て
規
制
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い

」

：

(

四
三
ニ
頁)

。
農
業
に
お
.い
て 

は
、
.
.自
家
労
働
評
価
形
態
が
、
へ
労
働
市
場
拡
大
と
■と
も
に
そ
れ
.に
よ
る
規
制
が 

直
接
的
と
.な
る
と
.い
う
変
化
を
戦
後
と
く
に
示
し..て
き
て
い
る
。，.そ
し
.
.
.
て
、
家
.

計
費
の
膨
脹
に
対
し
て
農
業
所
得
の
増
大
が
停
滞
的
で
あ
り
、
.中
農
以
下
で
は 

農
村
過
剩
人
口
の
流
出
が
十
分
展
開
し
な
い
事
情
の
も
と
で
は
、
自
寧
贸
賃
評 

価
意
識
の
向
土
が
、.か
え
：つ
て
多
就
業
化
、

過
度
労
働
を
う
な
が
し
、

T

顕

在

; 

的
な
農
業
過
剰
人
口

」

が
激
化
し
つ
つ
あ
る
だ
け
で
は
な
く

「

潜

在

的

な

農

業
1
.

.r
i

六

.

c

七
ニ
六>

過
_

入

.
ロ
 

J

4

し
て
べ
る
の
で
' ^
る
。
.
：
'

. 

' 

.
 

、

:

本
書
は
ノ
日
本
農
村
過
剰
人
ロ
の
形
成
と
そ
の
存
在
形
態
を
全
構
造
的
に
把 

握
す
る
と
い
：5
現
点
に
た
ち
、
そ.れ
を
き
わ
め
て
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
。. 

ぃ
日
本
資
本
主
義
の
炎
展
過
程
に
お
い
て
、：
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
が
い
か
に
形 

成
さ
れ
て
き
た
が
、
へ
そ
：の
性
格
は
い
か
な
る
も
の
で
灰
る
か
は
、
：
農
村
過
剰
人 

。
.ロ
分
析
に
お
い
て
も
基
抵
を
な
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
卩
農
業
の
資
本
家
的 

.

.
,
発
展
が
不
可
能
な
も.と
に
.お
い
て
、
土
地
所
有
の
外
部
に
蓄
積
さ
れ
た
貨
胳
、

•

さ
ら
に
は
資
本
が
土
地
所
有
形
態
を
転
化
さ
せ
.て
ゆ
く
と
き
、
農
民
と
土
地
所. 

有
考
の
.あ
い
，だ
に
旧
い
関
係
が
の
こ
さ
れ
る
と
' 
い
ぅ
こ
：と
：を
斥
け
る
も
の
で 

は
な
く
、
：

「

封
建
的
土
地
馨
の
康
理
が
：；
1
.定
の
し
か
た
ヤ
杏
定
さ
れ

」
(

六
四 

頁〉

て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら'な
い
も
の
で
は
な
い
：
0
:農
民
層
の
分
解
が
小
農 

■:
的
過
剰
人
口
の.堆
積
と
：し
て
あ
ら
わ
れ
る
条
件
の
分
析
か
ら
寄
生
地
主
的
土
地 

.所
有
の
形
成
，
性
格
規
定
を
行
な
ぅ
こ
と
に
よ
つ
て
、
宇

野
.
ナ〖

^
の
理
論 

を
、
小
林
氏
は
前
進
さ
せ
だ
が
ち
、
な
お
、
土
地
所
有
者
と
農
民
と
の
直
接
的 

関

係

，
生
産
関
係
視
点
を'そ
の
分
析
に
お
い.て
抛
棄
し
.て
い
る
。
胄
砠
地
主
⑽

.■
土
地
所
有
と
過
小
農
制
は
相
五
規
定
的
関
係
に
あ
り
、
過
小
農
は
寄
生
地
主
的 

土
地
所
有
に
よ
つ.
て
：、
商
品
生
産
の
発
展
を
抑
圧.さ
：れ
、.そ

の

：
こ

と

：が

ま

た

寄
 

生
地
主
制
を
維
持
山.て
き
た
，の
で
あ
：る
か
ら
、
，相
互
規
定
的
関
係
に
お
い
て 

' r

小
農
的
過
剰
人
口」

の
存
在
も
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
' 日
本
資
本 

■主
義
の
就
業H
展
用
構
造
が
、
過
小
農
を
過
小
農
と
し
て
維
持
す
る
条
件
を
お

し
つ
け
て
き
た
に
せ
ょ
、

内
部
に
お
い
て
、
過
小
農
制
を
存
続
せ
し
め
た

. 

.条
件
と
し
て
.の
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の.機
能
を
無
視
す
る
：こ
と
は
で
き
な 

い
。
さ
ら
に
帝
国
主
義
段
階
に
お
い
て
、
慢
性
的
過
剰
人
口
の
存
在
、
停
滞
的 

過
剰
人
口
の
増
大
が
さ
ら
に'「

小
農
的
過
剩
人
ロ」

を
堆
積
さ
せ
て
ゆ
く
と
い 

ぅ
資
本
主
義
の
発
展
段
階
に
ょ
る
過
小
農
制
存
続
、

「

小
農
的
過
剰
人
口」

論 

は
、
日
本
資
本
主
義
の
戦
後
の
構
造
変
化
、
農
地
改
萆
以
降
に
お
け
る
白
本
農 

業
の
変
化
を
構
造
的
に
杷
頓
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
き
て
い
る
。

小
林
氏
が
.

「

小
農
的
過
剰
人
口」

を

「

潜
在
的
過
剰
人
口」

.
の
後
進
資
本
主
：
 

義
国
に
お
け
る
存
在
形
態
と
理
酿
す
る
こ
と
は
、
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
と
農 

民
と
の
直
接
的
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
論
理
的
帰
結
で
あ
り
か

く
理
解
す
る
こ
と
に
よ’っ
て
：.「

小
農
的
過
剰
人
口」

' 
の

「

潜

在

的

」
「

顕

在

的

」 

存
在
形
態
の
、：«

¥

戦
後
9
.共
通
的
側
而
、
量
的
差
異
の
分
析
の
み
が
行
わ 

:れ
る
こ
と
と
な
り
、
：量
的
差
異
を
も
た
ら
す
要
因
、
.
従
っ
て
戦
前
戦
後
の
農
民 

,
,層
分
解
.め
形
態
と
性
格
の
理
解
を
因
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
.の
よ
タ
な
疑
問
ば
.あ
^；
に
せ
よ
、
本
書
は
、

「

農
林
過
剰
人
口

」

を
日 

本
資
本
主
義
の
就^
^

造
と
の
相
互'関
連
に
お
い
て
.、
そ
し
て
そ
の
相
互
を
各 

々
実
証
的
に
分
析
し
な
が
ら
解
明
し
た
点
に

お
い
て
、
高
く̂

価
さ
る
ベ
き
も 

o'
と
い
え
よ
ぅ
。

-(

御
茶
の
水
書
房
. 
'一
九
六
.ー
年
主
月
ヒ0
日
刊
.
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